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9. 奈良盆地

(1) 地形・地質

奈良盆地の地下水利用は，

地に近づくに従って高くなり，最高 300μσJcm程度を示す。

一方，亀岡盆地には約 20本の深井戸が掘削され，主として水

回補給水が取得されている。掘削深度は 60-80 m が多く，揚水

量は 2，000-4，000m3Jdであ る。

盆地の中央部，宇津根橋北方の代表井 NO.Aの柱状図を示せば

図 2-6-28のとおりである。深度0-71mの聞は主として砂疎層

からなり，そのうち，15 m までの玉石まじり砂l深層は 中位の段

丘砂喋層と考えられる。深度 71-168mの聞は，粘土，砂，砂喋

および泥炭の互層で， 5-10 m 程度の単層が互層 している。那須

による花粉分析の結果では，深度 145-146m， 162-163 m の 2

つのサンフ・ノレにはリクイダンパ ー (Liquidambar)が含まれ，深

度 71-168m の地層は篠j霞で，大阪層群相当層と考えられる。

深度 168-180m の聞は，古生層の基盤岩と考えられるホノレンヘ

ノレスが採取された。

深井戸 14本の水質分析の結果は図 2-6-29のとおりである。

(清水欣一〉

参 考 文 献

(1) 近畿農政局 (1973)::農業用地下水調査開発調査亀岡盆地地区調

査報告書

(2) 清水欣一・ 黒川陸生 (1974):京都府亀岡盆地の水理地質につい

て，陸水離， Vol. 35， No. 2， p.82-87 

凡例

言」特記15ZL同

号三二

9 
てて一一寸ーーー一

IIpml :;-;-2 -.........→ョ二二プ‘.5(IP"I) 

図2-6-29 亀岡盆地水質組成図

唐古遺跡の井筒の出土からみて， すでに弥生時代に行われていたこ
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とがわかる。このような井戸による地下水利用は，近世に至るまで飲用を中心とする生活用水と

しての利用であった。その後，かんがい用などにも利用されるようになり，厳しい用水事情を反

映した「隠し井戸」と呼ばれる特殊な浅井戸もみられるようになった。

奈良盆地は，東を笠置山地に，西を金剛生駒山脈に， また南を竜門山地に境され，北で京都盆

地に接する東西 15km，南北 30kmの箱形の盆地である。この箱形の地形は，南北性と東西性

の断層によって規定されている。

盆地周辺の山地からは，佐保川，初瀬川，葛城川などの小河川が流下し，盆地中央部で合流し，

大和川となって二上山と生駒山の聞の狭臨部をぬって大阪平野に流下している。

盆地内は標高 45 ~ 70 m できわめて平坦である。
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図2-6-30 奈良盆地西部水文地質図

盆地周辺の山地は，領家花商岩類および新第三紀中新世の二上層群とその相当層に属する火山

岩頒および、堆積岩類からなる〈図2-6-30)。

矢田丘陵，馬見丘陵，佐保丘陵など丘陵および盆地の地下には，磯，砂，粘土，火山灰からな
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る大阪層群が分布する。£陵部には，特徴的な海成粘土j冨Ma1および Ma2

とパミスタフ が存在し，盆地中央部の地下にはアズキタフi とMa3の海成粘

土層の存在する ことが明らかにされている(1)。奈良盆地では，Ma-3以降の

海成粘土層がみられないところから，その沈降は，ほぼMa3の時期頃に終
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ったものと考え られている〈図2-6-31)。

これらの大阪層群は，南北性の矢田断層，東北一南西方向の大和川断層な

どによって焼曲し， また切られて，基盤の花商岩類と逆断層で接するところ

1 もある。

段丘地1j~物は丘陵周辺にみ られるが， 発迷が悪い。

盆地主部の沖積層はきわめて薄く ，地表下数m のところで更新世上部の地

層が分布している。 田原本町の水田下約 5m付近の草炭のL4c年代は 24，200

土1，100年と報告されている (2)

(2) 地 下水

奈良盆地の帯水層は，大阪層群，段丘土佐積物および沖積層に属する砂1深層

であ り，段丘土佐積物と沖積層に不圧地下水が，大阪層群には被圧地下水があ

る。段丘J:t積物と沖積層は発達が悪く，帯水層として優れたものではない。

大阪層群は最下部~下部周に当るもので，粘土と砂の互層であり，当地域

図2-6-31 の主要な帯水層を構成している。帯水層の水理定数は透水量係数 14.3X10-
3 

奈良金地地質柱状図 m2fs程度である。
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図2-6-32 深井戸水頭変 化 図
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図2-6-33 浅井戸水位 変 化 図
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盆地の地下水利用量は，1974年時点で，年間約 5，400万m
3であり，その大部分は深井戸によ

って揚水されている。深井戸は 150~200m の深度をもち 1井当り 1，000~ 3，000 m
3fdの揚水

を行っている。浅井戸の数は多いが，揚水量は少なく ，農業用に限られ，130万 m
3f年余りに過

き、、ない(3)。用途別では，上工水用がきわめて多 く，4，900万 m
3f年近くに も迷する。

被圧水頭は年々低下の傾向にあり，盆地中央部では3 毛皮圧水頭が地表下 50m 余 りにまで低下

し，年約 1m の割で低下している 〈図2-6-32)。不圧地下水位は降雨に鋭敏に反応する。経年的

低下は認められず，顕著な漏水現象は まだ始まっ ていないようである(図2-6-33)。

斑鳩地域の深井戸からは，電気伝導度で 2，000μσfcm以上，塩素イオン濃度で 790mgfZとい

う塩分濃度の高い地下水の存在が知られている(針。

なお，奈良盆地では，被圧水顕が地表下 50m 余りに低下していながら 地盤沈下が 目立ってい

ない。これは沖積層が薄く， しかも盆地内の大阪層群が段下部~下部層に当り，比較的固結が進

んでいるととや臨海部と違 って直接的な被害が目立ち難いことによ ると考えられる。 しかし，こ

のまま過剰揚水が続けば，水資源の澗渇や，下音1¥，最下部の大阪層群といえども粘土が卓越して

いると ころから，地盤沈下が無視できなくなる事態も考えられる。

(宮島吉雄〉
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10. 豊岡盆地

豊岡盆地は，円山川下流部に広がるl幅約 3km，長さ約 12kmの細長い盆地である。周辺を中

生代末(白亜紀〉の流紋岩類や花向岩類，それに新第三紀中新世の北但層群 か らなる丘陵性山地

で固まれ，その中央部を円山川が北流し，城崎を経て日本海にそそいでいる。

盆土也を構成す る第四紀の堆積物は厚さ 40~50 m で，図 2-6-34の柱状図に示すよう に砂磯層

もしくは植物片を混える粘土層，砂層，貝殻混りのシノレト ~粘土層，砂~粘土互層，1深層という

層相変化を示す。 これらの堆積物は沖積層と考えられ，柱状図中央部のシノレト ~粘土層のN値は

4から 1以下の値を示す。

豊岡盆地では，やや古いが 1967年時点で工業用として 9，700m
3fdの地下水が手IJ用 され，1974 

年時点では農業用として 5~ 6 月にかけて 16 ，000m3 の地下水が使われている。 工業用， 農業用

とも地下水，の利用量が急激に増加 している ことはないが， ピノレ用水や消雪用の地下水利用が増え

ている{頃向にある。

国土地理院の水準測量では，1951年から 1965年の 14年間で 160.4r11mの沈下が測定されて

いる。沈下の範囲はこれまでのところ狭く，被害も目立たない。軟弱な粘土層が分布していると

ころからみて，今後地下水採取量が増大すると沈下は激しくなるものと考えられる。

〈宮島吉雄〉


